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【一般質問内容】 
平成2６年 習志野市議会 第二回定例会 

平成２６年 習志野市議会 第二回定例会が、６月２日から６月２７日まで開かれました。 
一般質問は、６月１１日に行いました。主な内容は、上記の通りです。習志野市ホームページ内 
（市議会 議会中継）においても動画配信をしております。 

１． 清掃行政について 
   ⇒一般会計予算特別委員会後の対応について 

２． 公共施設について 
   ⇒習志野市こどもセンター（鷺沼）の今後について 

3． 都市計画について 
  ⇒市街化調整区域の展望について 

              

「 

質
問 

」 

土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け

る
公
共
用
地
の
面
積
は
、
減

歩
率
に
大
き
く
影
響
す
る
も

の
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
南

口
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
に
お
け
る
公
共
用
地
に
つ

い
て
、
区
画
整
理
事
業
前
と

後
で
公
共
用
地
は
ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
南
口
の
土
地

区
画
整
理
事
業
に
お
け
る

施
行
前
の
公
共
用
地
の
面

積
は
約
三
万
八
千
九
百 

㎡

施
行
後
の
公
共
用
地
の
面 

◎第９回「議会報告会」開催のお知らせ◎ 

議会報告会を通じ、みんなの声を市政に届け、地域に 
おける諸問題を少しでも改善していきたいと考えております。 
是非この機会に、ご友人・知人の方をお誘い合わせの上、 
ご参加いただけますようご案内申し上げます。 

★ご要望があれば、出張議会報告会も行います。お気軽に相原携帯までご連絡ください。 
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■所 属 会 派   環境みらい（平成２５年４月１日より環境都市習志野をめざし超党派で結成） 
■所属委員会 〇議会運営委員会 ○総務常任委員会（副委員長） ○農業委員会  
■特別委員会 〇公共施設調査特別委員会  

■本紙は再生紙を使用しております。■発行日：平成２６年７月５日 

８月３日 日 

討議資料 

積
は
約
十
一
万
三
千
七
百

㎡
で
あ
る
。
こ
の
施
行
前
後

の
公
共
用
地
の
面
積
の
差
で

あ
る
約
七
万
四
千
八
百
㎡

の
公
共
用
地
は
、
地
権
者
に

よ
る
公
共
減
歩
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
減
歩
率
で
表
す
と
公
共

減
歩
率
で
約
二
十
四
％
と

な
っ
て
い
る
。 

参
考
だ
が
、
主
に
事
業
の
費

用
に
充
て
る
た
め
の
保
留
地

を
生
み
出
す
た
め
の
保
留

地
減
歩
は
約
十
％
と
な
っ
て

お
り
、
Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
南
口

の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

公
共
減
歩
率
と
保
留
地
減

歩
率
を
あ
わ
せ
た
合
算
減

歩
は
、
約
三
十
四
％
と
な
っ

て
い
る
。 

「 

要
望 

」 

鷺
沼
地
区
の
地
権
者
の

方
々
に
よ
る
「 

勉
強
会 

」

や
「 

意
見
交
換
会 

」が
開

催
さ
れ
る
と
き
に
は
、
積
極

的
に
支
援
し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
行
政
の
方
だ
け
で
は

な
く
、
市
議
会
議
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
県
議
会
議
員
及

び
国
会
議
員
の
皆
様
か
ら

も
支
援
し
て
頂
き
た
い
。 

      

 こんにちは、相原です。皆様も感じてることと思いますが、近年の気象状況の変化は、 
大きな災害につながる可能性があります。そこで、非常時のために、家庭でできる備
えや行動について、ご家族で、防災について話し合い、例えば、１日に１人当たり水を３ℓ
消費するので、１０ℓは備蓄しておこう等を話し合ってみることをおすすめします。 
 さて、この度、平成２６年度 第２回 習志野市議会が開催されました。議案や陳情の審
査では、賛成か反対という意思表明が求められます。賛否はあるものの、東日本大震
災を経験した習志野市の市議会議員の一人として、そして一人の日本人として、私は、
議案や陳情に対して誠実に審議し審査をしていきたいとあらためて感じた議会でした。 
 詳しくは、右記掲載の第９回「議会報告会」においてわかり易く説明をしたいと考えて     
      おります。是非この機会に、お気軽に、ご参加ください。皆様の御参加を   
      心よりお待ちしております。暑い夏ですが、こまめな水分補給を心がけ        
      熱中症には十分ご注意ください。 
       ホームページは、随時情報を更新しておりますので合わせて 
      ご覧いただければ幸いです。 

中
面
の
続
き 
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開催時間 

１５：００より受付開始  

   １５：３０～１７：００ 
会場：鷺沼集会所【根神社の下（社務所）】 

主なテーマ 
□習志野市議会の動向 □地方自治体の現状と課題 
□市民サービスに直結する公共施設の将来像 など 

整理前 整理後 増進率

事業計画書 １２万２千円 ２１万９千円 １．８倍

実際に市が取得

した土地価格 約２７万円

組合からの報告

保留地処分価格 約３５万円

地区平均の宅地の１㎡当たり価格

土地区画整理事業前後の    



清
掃
行
政
に
つ
い
て 

一
般
質
問 

「 

質
問 

」 

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員

会
に
お
い
て
、
行
政
と
資
源

回
収
協
同
組
合
と
の
業
務

改
善
に
向
け
た
検
討
・協
議

を
求
め
た
が
、
一
般
会
計
予

算
特
別
委
員
会
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会

に
お
い
て
、
本
市
と
習
志
野
市

資
源
回
収
協
同
組
合
と
話
し

合
い
を
行
い
、
業
務
等
の
改

善
に
つ
い
て
検
討
・
協
議
し
て

い
た
だ
き
た
い
旨
の
指
摘
を

受
け
、
私
は
環
境
部
に
対
し

ま
し
て
至
急
対
応
す
る
よ
う

指
示
を
し
た
。
そ
の
指
示
に

基
づ
く
対
応
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
平
成

二
十
六
年
三
月
定
例
会
終
了

後
、
資
源
回
収
協
同
組
合
に

対
し
、
一
般
会
計
予
算
特
別

委
員
会
で
の
内
容
等
に
つ
い
て
、 

情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
四
月
二
十
二
日
に
は
、

「資
源
回
収
協
同
組
合
と
習

志
野
市
環
境
部
の
意
見
交

換
会
」を
実
施
し
た
。
こ
の

意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
一

点
目
は
、
先
の
議
会
で
の
資

源
回
収
協
同
組
合
に
関
す

る
議
論
、
二
点
目
は
、
パ
ソ

コ
ン
、
テ
レ
ビ
等
が
直
接
工

場
に
持
ち
込
ま
れ
た
場
合

の
対
応
、
三
点
目
は
、
小
型

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
へ
の
対

応
、
四
点
目
は
、
事
業
系
一

般
廃
棄
物
の
処
理
や
不
法

投
棄
対
策
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、
よ
り
良
い
清
掃

行
政
の
実
現
に
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
た
と
の
報
告
を

受
け
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

ご
み
処
理
は
、
市
民
生
活
に

欠
か
せ
な
い
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
業
務
の
委

託
先
で
あ
る
資
源
回
収
協

同
組
合
と
定
期
的
に
意
見

交
換
会
を
実
施
し
な
が
ら

清
掃
行
政
の
遂
行
に
努
め

る
。 

「 

質
問 

」 

資
源
回
収
協
同
組
合
と
市 

が
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
わ

け
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
協
同
組
合
と
し
て
何

ら
か
の
改
善
等
を
行
っ
た
の

か
、
法
人
情
報
に
関
す
る
こ

と
な
の
で
、
情
報
公
開
で
き

る
範
囲
で
、
市
と
し
て
知
り

得
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

本
市
と
の
意
見
交
換
会
後

の
習
志
野
市
茜
浜
三
の
四

の
十
に
あ
る
資
源
回
収
協

同
組
合
本
店
に
お
け
る
改

善
点
に
つ
い
て
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
事
務
所
内
に
電
気
を

通
す
予
定
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
机
、
椅
子
、
カ
ー
テ
ン
、
ポ

ス
ト
等
を
整
備
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
す
べ
て

の
整
備
終
了
後
に
、
組
合
本

店
と
し
て
の
様
々
な
会
議
、

具
体
的
に
は
理
事
会
及
び

職
員
会
議
等
を
実
施
す
る

と
報
告
を
受
け
た
。 

   

「 

質
問 

」 

習
志
野
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

（鷺
沼
）の
今
後
に
つ
い
て 

「 

回
答 

」 

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
屋
根

を
支
え
る
梁
の
耐
力
不
足

か
ら
、
通
常
使
用
に
お
い
て

も
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い

た
め
、
昨
年
十
月
二
日
よ
り

全
面
閉
鎖
と
し
、
暫
定
的
に
、

「
鷺
沼
連
合
会
館
」
の
二
階

及
び
「養
護
老
人
ホ
ー
ム 

白
鷺
園
」の
園
庭
を
使
用
し
、

業
務
を
再
開
し
て
い
る
。
本

年
度
予
算
に
お
い
て
、
幼
児

プ
レ
イ
ホ
ー
ル
等
の
屋
根
の

改
修
工
事
の
設
計
、
及
び
平

成
二
十
一
年
度
の
耐
震
診

断
で
使
用
不
可
能
と
な
っ
た

幼
児
プ
レ
イ
ル
ー
ム
等
の
解

体
工
事
の
設
計
、
ま
た
、
調

査
費
用
を
含
め
た
設
計
委

託
料
と
し
て
、
千
六
十
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。
本
年
度

予
算
の
執
行
に
あ
た
り
、
本

年
三
月
定
例
会
に
お
い
て
答

弁
し
た
と
お
り
、
建
設
後
五

十
年
以
上
を
経
過
し
た
施

設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め

て
壁
の
耐
久
性
等
の
検
証
等

を
行
っ
た
う
え
で
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
建

物
の
現
況
調
査
を
実
施
し 

た
と
こ
ろ
当
該
建
築
物
の
主

要
構
造
部
に
建
築
基
準
法

に
適
合
し
な
い
部
分
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
屋
根
改
修
工
事
等
を

行
う
た
め
に
は
、
ま
ず
法
に

適
合
さ
せ
る
た
め
の
是
正

工
事
を
行
い
、
そ
の
後
、
改

修
工
事
に
取
り
掛
か
る
こ
と

と
な
る
た
め
、
別
途
、
設
計

及
び
工
事
に
新
た
な
費
用

が
必
要
と
な
り
、
改
修
工
事

終
了
ま
で
に
長
期
間
を
要

す
る
こ
と
と
な
る
。
本
市
と

し
て
は
、
で
き
る
限
り
、
早

急
か
つ
経
費
を
抑
え
て
施
設

再
開
を
可
能
と
す
る
手
法

を
模
索
し
て
き
た
が
、
乳
幼

児
の
安
全
面
や
費
用
対
効

果
等
を
勘
案
す
る
と
、
残
念

な
が
ら
、
改
修
工
事
に
つ
い

て
は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
で
最

初
に
設
置
し
た
、
在
宅
の
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
唯
一

の
単
独
施
設
と
し
て
、
平
成

十
二
年
十
二
月
に
開
設
し

た｢

習
志
野
市
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー｣

は
、
鷺
沼
地
区
の
方 

だ
け
で
は
な
く
、
津
田
沼
・

谷
津
・
藤
崎
地
区
等
、
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

な
い
地
域
の
方
に
利
用
さ
れ
、

平
成
二
十
四
年
度
実
績
で

は
、
こ
ど
も
園
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
や
き
ら
っ
子
ル
ー
ム
を

含
め
た
市
内
五
か
所
の
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
利
用

者
の
約
三
十
六
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
る
延
べ
三
万
二
千

百
七
十
二
人
の
方
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
乳
幼

児
期
は
、
保
護
者
、
子
ど
も

と
も
に
、
密
接
な
親
子
関
係

に
よ
り
愛
着
を
形
成
す
る
、

最
も
重
要
な
時
期
で
あ
り
、

生
涯
を
通
じ
た
心
身
の
健

康
の
基
盤
づ
く
り
と
な
る

限
ら
れ
た
期
間
で
も
あ
る
。

親
子
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
を
継
続
的
に
確
保
し
て

行
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
行
き
場
の
な
い
空
白

の
期
間
を
作
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
の
再
開
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
検
討
し
て
い
く
。 

 

え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

地
権
者
の
方
々
の
大
切
な

財
産
に
か
か
わ
る
こ
と
で
も

あ
り
、
慎
重
に
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

            

「 

質
問 

」 

Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
南
口
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
の
区
画

整
理
事
業
前
と
後
を
比
較

し
て
、
土
地
価
格
は
ど
の
程

度
上
昇
し
た
の
か
、
ど
の
程

度
変
化
し
た
の
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

事
業
計
画
書
に
お
け
る
土

地
区
画
整
理
事
業
前
後
の

地
区
平
均
の
宅
地
の
価
格

は
、
整
理
前
の
一
㎡
当
た
り

十
二
万
二
千
円
が
整
理
後 

は
一
㎡
当
た
り
二
十
一
万

九
千
円
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
宅
地
価
格
は
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
っ
て
一
・八 

倍
の
増
進
が
図
ら
れ
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
計

画
書
で
は
今
説
明
し
た
計

画
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市

が
把
握
し
て
い
る
実
際
の
土

地
取
引
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

本
市
が
取
得
し
ま
し
た
保

留
地
と
し
て
は
、
平
成
二
十

三
年
度
に
第
一
中
学
校
用

地
、
平
成
二
十
四
年
度
に
ガ

ス
ガ
バ
ナ
ー
用
地
、
平
成
二

十
五
年
度
に
消
防
用
地
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
市
が
取
得

し
た
全
体
の
平
均
で
一
㎡

当
た
り
約
二
十
七
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
か

ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
全
体

の
平
均
と
な
る
が
、
保
留
地

処
分
の
実
績
は
、
一
㎡
当
た

り
約
三
十
五
万
円
と
い
う

状
況
で
あ
る
。 

3 2 

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

本
年
度
中
の
策
定
を
目
指

し
て
改
訂
作
業
に
取
組
ん
で

い
る
。
従
っ
て
、
現
在
は
素
案

段
階
で
は
あ
る
が
、
市
街
化

調
整
区
域
に
つ
い
て
基
本
構

想
・基
本
計
画
と
整
合
を
図

り
「地
権
者
の
意
向
を
尊
重

し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
や

周
辺
環
境
に
留
意
し
た
計

画
的
か
つ
秩
序
あ
る
土
地

利
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
市
街
化
区
域
編
入
及

び
営
農
の
継
続
の
両
面
を

視
野
に
入
れ
将
来
の
あ
る
べ

き
姿
を
検
討
す
る
。
」と
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
計
画

に
基
づ
き
、
本
市
と
し
て
本

年
度
に
お
い
て
は
、
市
街
化

調
整
区
域
の
地
権
者
に
対

し
、
今
後
の
土
地
利
用
に
関

す
る
意
向
調
査
を
実
施
し
、

結
果
の
整
理
、
分
析
を
行
い

市
街
化
調
整
区
域
ご
と
の

土
地
利
用
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
く
。
市
域
面
積
の

一
割
強
を
占
め
る
市
街
化

調
整
区
域
の
土
地
利
用
の

あ
り
方
は
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
多
大
な
影
響
を
与 

「 

質
問 

」 

市
街
化
調
整
区
域
の
展
望
に

つ
い
て 

「 

回
答 

」 

市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

多
く
が
農
地
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
が
、
一
部
の
区
域

で
は
局
所
的
な
開
発
に
よ
り

宅
地
化
も
見
ら
れ
る
状
況

で
あ
る
。
本
年
度
を
初
年
度

と
す
る
基
本
構
想
・基
本
計

画
で
は
、
市
街
化
調
整
区
域

に
つ
い
て
、
「そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
性
や
周
辺
環
境
等

に
留
意
し
た
計
画
的
か
つ
秩

序
あ
る
土
地
利
用
を
図
ら

れ
る
よ
う
、
地
権
者
や
営
農

者
と
と
も
に
将
来
の
あ
る
べ

き
姿
を
検
討
す
る
こ
と
」、

「そ
の
上
で
土
地
利
用
転
換

の
機
運
の
高
ま
り
が
み
ら
れ

る
地
区
に
お
い
て
は
、
一
体

的
・総
合
的
な
転
換
が
計
画

的
に
図
ら
れ
る
よ
う
支
援

を
行
う
こ
と
」と
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
整
備
分
野
に
お

け
る
将
来
の
方
向
性
を
示
す 

公
共
施
設
に
つ
い
て 

都
市
計
画
に
つ
い
て 

続
き
は
裏
面
へ 


